
令和６年度第６回看護学群教授会議事録（定例） 

開催日時 令和６年８月７日（水）１０時３０分～１１時２５分 

開催場所 宮城大学大和キャンパス本部棟３階 大会議室及び Teams 

出 席 者 

（学群長）菅原よしえ 

（教  授）風間逸郎、金子さゆり、木村眞子、齊藤奈緒、高橋和子、沼山博、花里陽子、武田和久、三

上千佳子、谷津裕子 

（准教授）江角伸吾、木村三香、小松容子、後藤篤、沢田淳子、霜山真、高橋葉子、竹本由香里、名古

屋祐子、萩原潤 

（講 師）伊藤佳美、内海史子、勝沼志保里、金子健太郎、菅原亜希、坂東志乃、山田志枝 

（助 教）相澤美里、東優里子、阿部愛子、大槻文、大橋幸恵、小野寺悦子、菅野郁美、庄子美智子、

千葉洋子、籭恵太、徳永しほ、成澤健、山本文枝、山田薫子 

構成員出席 43/44 名（職位別 50 音順、敬称略） 

（オブザーバー）中込沙織特任講師、桑名諒助手、渋谷愛美助手、園部浩之助手、千葉朱里助手 

欠 席 者 平泉拓准教授 

事 務 局 吉川、菅野、今野、三浦 

議事概要  

１ 教授会議事録 

（１）令和６年度第５回看護学群教授会議事録について確認された。 

（２）令和６年度第６回教授会議事録署名人を金子さゆり教授とすることについて承認された。 

 

２ 審議事項 

   なし 

 

３ 協議事項 

   なし 

 

４ 報告事項 

（１）教育研究審議会報告                     【プロセルフ参照】 

    菅原学群長より、令和６年７月２４日（水）開催について報告された。 

 

（２）カリキュラムセンター報告  

三上教授より、資料に基づき下記について報告された。   

    ・令和９年度からのカリキュラム改編への意見集約結果について【報告資料 01】 

・実学教育プログラム成果報告【書面・報告資料 02】 

 

（３）スチューデントサービスセンター報告 

    沢田准教授より、資料または口頭により下記について報告された。  

   ・学籍異動について【報告資料 03】 

・合理的配慮申請について 

 

（４）国際交流・留学生センター報告    

    小松准教授より、資料に基づき下記について報告された。 

・令和７年度短期留学生受入に係る科目の提供について【報告資料 04】 

 

（５）委員会報告 

    なし 

 

（６） 学群各ワーキンググループ報告 

①教務ワーキンググループ報告                

齊藤教授より、資料に基づき下記について報告された。 

・卒業研究 研究計画書提出状況について 

・専任教員の科目担当に関する申合せについて【報告資料 05】 

・休日授業実施（小児看護実習）について【書面・報告資料 06】 

 



 
 

②キャリア開発ワーキンググループ報告                 

   竹本准教授より、資料に基づき下記について報告された。 

・就職内定状況について【報告資料 07】 

・第１回看護師模擬試験結果概要について【報告資料 08】 

・第１回保健師模擬試験の実施について 8月 6日（火）9：00～12：10 

・国家試験の日程について 

   第 111 回保健師国家試験 令和 7 年 2月 14 日（金） 

   第 114 回看護師国家試験 令和 7 年 2月 16 日（日） 

・キャリアポートフォリオの導入について 

 

③地域連携・看護実践ワーキンググループ報告 

木村准教授より、資料に基づき下記について報告された。 

・令和 5年度宮城大学看護学群卒業生のための『卒業生の集い』について【報告資料 09】 

 

④学生ワーキンググループ報告 

沢田准教授より、口頭により下記について報告された。 

・学籍異動検討中の相談対応状況について 

 

５ その他 

  （１）合理的配慮について 

    菅原学群長より、資料に基づき下記について説明された。 

       ・合理的配慮のお願い 3件について【報告資料 10、回収資料 1】 

 

（２）人事について 

    菅原学群長より、資料に基づき下記について説明された。 

    ・看護学群着任教員について（教員一覧 2024.8.1 現在）【報告資料 11】 

    ・着任教員の WG について（看護学群 WG2024.8.1 現在）【報告資料 12】 

 

 

【次回開催予定】日時：令和６年８月３０日（金）１６時００分から 

場所：宮城大学本部棟３階３００講義室（対面） 

 

 

議事録署名        氏名 菅原 よしえ  印  
 

 氏名 金子 さゆり  印     以 上 
 


